
Regeneration Biology                      細胞制御 Ⅰ 

 
 

Ⅰ プラナリア再生の分子生物学 
Molecular Biology of Planarian Regeneration 

 
渡辺憲二・餅井 真・織井秀文 

Watanabe, K., Mochii,M., Orii,H. 
 
 プラナリアは再生能力が強く、小断片からも 1 個体を再構成する。プラナリアを用いて、動物の形

作りの基本ルールを明らかにするために、1. 体軸、領域の決定機構、2. 分子マーカーを用いた組織

構築の研究、3. 全能性幹細胞の解析を進めている。 

 
 

Ⅱ カエルの生殖細胞系列の分子細胞学的研究 
Molecular and Cytological Analysis of Frog Germline 

 
渡辺憲二・餠井 真 

   Watanabe,K., Mochii,M. 
 
 生殖細胞は体細胞とは明確に異なる形成、維持システムにより，世代を超えて伝えられる。アフリ

カツメガエル生殖細胞（系列）の細胞学的問題に着目し、分子生物学的手法で解析している。 

 

 

Ⅲ 両生類を用いた再生能の分子生物学的研究 
Molecular Analysis of Regeneration Potential in Amphibia 

 
餅井 真 

Mochii,M. 
   
両生類は一般に高い再生能を持つが、発生ステージや領域によりその能力には大きな違いがある。

再生能の違いを産む分子的基盤を明らかにすることを目的として研究する。また、DNA アレイ法な

ど網羅的な解析手段を再生研究に応用する。 
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